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したのである［Becker 1968 : 72-78⑵］。
さて先行研究では，保護国期のヒヴァ・ハン国領内におけるロシア帝国臣民
の商業上の特権的地位が強調されてきた［Бартольд 1927 : 237 ; Becker 1968 : 78］。
1913年に起きたサンクトペテルブルグの宮廷貴族アンドロニコフ公 Михаил
Михаилович Андроников（1875-1919年）と露亜銀行 Русско-Азиатский банк頭
取プチーロフ Алексей Иванович Путилов（1866-1937年）のラウザーン周辺で
の土地取得は，こうした特権的地位を利用したものとされている。すなわちこ
























を68万500ルーブルで取得したと述べている［Погорельский 1968 : 88］。サーディ
コフは，両者が14万3000デシャチーナ（32万5000タナーブ）の土地を99年間賃借
した，と述べている［Садыков 1965 : 138 ; Садыков 1972 : 147-148］。ヴェクセリ
マンは，両者が万デシャチーナの土地を65万ルーブルで取得したと述べている







本文書は，ヒヴァ・ハンたちが「ノコルの俸給のために mavājib-i nūkarīya ūchūn /
nūkar mavājibī ūchūn」という文言を伴って，国有地 mamlaka-yi pādshāhīの所有権











asan Murād Qārī Kāmkārが1916年
月に至るイスファンディヤール・ハンの治世について記した，成立年不詳の年
代記［Gulshan］を用いる［Юсупова и Джалилова 1998 : 234］。またのちに青年ヒ







「トルキスタン総督官房 Канцелярия Туркестанского генерал-губернатора」，所










国の統治体制や社会構造に変化はなかったとされる［Bregel 1992 : 203］。しかし
1910年	月16日サイイド・ムハンマド・ラヒーム・ハンが没して，その子イス
ファンディヤール・トラがハンに即位すると，大宰相 vazīr-i akbarに任命され





と灌漑作業への動員の有償化が布告された［ЦГА РУз : ф. 2, оп. 1, д. 291, лл. 149-
































に架かる鉄橋の建設も決定された［ЦГА РУз : ф. 2, оп. 1, д. 314, л. 57-57об. ;
Gulshan : 13-14 ; Юсупов 1999 : 59, 65］。ルィコシンは，こうした建設事業がハン










Бацер 1930 : 49］。また別の情報によれば，1910年のハン国の地税収入は総額約31
万4000ルーブルであり，トルクメンはそのうち約万ルーブルを負担していたと






























ハンに謁見し，ハン国領内の土地取得を請願した［ГМИ : кп. 3894, лл. 3об.-4］。
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⑻ 1899 年からのトルクメンの騒擾については，［Марков 1961 : 138-142 ;
Тухтаметов 1969 : 63-64］を参照。











принадлежащие Хивинскому правительству земель」すなわち国有地 mamlaka-
















月19日ごろヒヴァに到着した［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 853, л. 15 ; ЦГА РУз : ф. 1,




⑽ 仮契約の締結の経緯とその内容については，［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 853, лл.
1-4］を参照。同日アンドロニコフは，古ウルゲンチ周辺の国有地30万タナーブの





［ЦГА РУз : ф. 2, оп. 1, д. 324, лл. 36-37］。
務を均分する条件で，露亜銀行頭取プチーロフと土地の共同取得に合意した
［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 853, л. 17］。そして月30日プチーロフは，露亜銀行の
新ウルゲンチ支店長であるフリュリング Иван Иванович Флюлингに，エルモ
ラエフとともに，この土地取得の交渉に加わり，自身に代わって契約を締結す

























露亜銀行新ウルゲンチ支店が支払った［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 853, лл. 22-23］。
ンの私有地を19500ルーブルで両名に売却し［ГМИ : кп. 3894, л. 3-3об.］，さらに
これらの売買に関して20カ条の契約書を付した［ГМИ : кп. 3894, лл. 3об.-11об.］。
1914年月27日この売買文書と契約書を付された勅令はルィコシンのもとに提












おける灌漑事業に乗り出した［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 852, лл. 23-24⒁］。そして彼
が作成した1913年月28日付「ヒヴァ・ハン国の土地の灌漑についての簡便な
覚書 Краткая записка по орошению земель Хивинского ханства」［РГИА : ф.







⒀ これらの計画については，［Вексельман 1987 : 79-80, 83-84］を参照。
⒁ しかしこの事業は，1913年の時点で，ブハラ政府よりカシュカダリヤの余剰水





ルファ800プード以上に達すると見込まれた［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 853, л.




チーナに及ぶ灌漑地を創出することが可能であると述べている［РГИА : ф. 630,
оп. 2, д. 853, л. 10-10об.］。このラウザーン周辺の肥沃さと灌漑の可能性への言
及は，保護国化以降トルキスタン総督府の軍政官たちや灌漑技師たちが繰り返
してきたものである［ЦГА РУз : ф. 2, оп. 2, д. 168, лл. 29об.-30 ; Гельман 1900 :






リ chïqïr / чигирь⒅によってその一部を灌漑に利用するのみで，多くの水は下




















力を要する［ЦГА РУз : ф. 2, оп. 1, д. 314, л. 75об. ; Matley 1994 : 116］アムダリヤ流
域の灌漑の現状を改善できると指摘した。またアムダリヤの水位の季節差を計
算し，耕作期間（月15日から11月日）に動力灌漑を必要とする面積は，万
デシャチーナのうち6500デシャチーナに相当すると試算した［ЦГА РУз : ф. 7,
оп. 1, д. 5007, л. 14-14об.］。こうしてエルモラエフは，アムダリヤの水質や水位
の季節変化を考慮するとともに，当時現地人が独自に導入することが難しかっ
た大規模な動力灌漑施設を，当時ロシア帝国最大の預金額と資産総額を誇った













⒆ 当時土地整理農業総局長であったクリヴォシェイン А. В. Кривошеин（在任
1905-1915年）も，石油エンジンによる動力灌漑 машинное орошениеの導入の有
効性を指摘している［Кривошеин 1912 : 42］。
⒇ ルィコシンは，ホラズムにおけるチギリの広範な普及と住民のそれへの依存に
ついて述べ，農民が組合を組織して自力で動力灌漑施設を導入することは困難で
あろう，と述べている［ЦГА РУз : ф. 2, оп. 1, д. 314, л. 13об.］。
それはフェルガナでの同種の事業による純益（年間デシャチーナ当たり100ルー
ブル）に匹敵すると考えられていた［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 853, л. 13об.*］。
1860年代後半から進行したロシアの中央アジア軍事征服の結果，フェルガナ
やザカスピ州における綿花栽培は拡大したが，当初原綿供給地として期待され





アメリカ種綿花が播種された［Тухтаметов 1969 : 106-107］。それにともない，ハ
ン国からロシアへの原綿輸出は，1893年の30万プードから，1909年には60万
プード，1914-1915年には130万プードと倍増を重ねたのである［РГИА : ф. 630,




















が行われていた［Тухтаметов 1969 : 106］。
, 1910年代に現地種綿花の輸出は，毎年ほぼ10万プードを推移し，顕著な増加は
見られない［РГИА : ф. 630, оп. 1, д. 480, л. 3об.］。
1903年ごろから急増し，第一次大戦開戦に至るまで，大半はハンブルク経由で
アメリカ合衆国へと輸出された［Садыков 1965 : 165 ; Тухтаметов 1969 : 107-108-］。
さらに，1911年から1912年にかけてホラズム周辺では不作による穀物価格の高







込まれたのである［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 853, л. 11］。エルモラエフは，ラウ
ザーン周辺で生産される綿花，アルファルファなどの商品作物を，この鉄道に
よってヨーロッパ・ロシアに輸出することを計画しており［РГИА : ф. 630, оп. 2,
д. 853, л. 11］，1916年月アンドロニコフはこの鉄道建設を計画するブリケリ
メイエル А. О. Брикельмейерとニコラエフスキー К. В. Николаевскийを中心





































Yārūf とともに綿花，アルファルファの買付，取引を行っていた［РГИА : ф.
630, оп. 1, д. 480, лл. 23об.-25об. ; Садыков 1965 : 151, 157/］。そしてフリュリング
の活動は「銀行勤務にとどまらなかった。彼にはヒヴァ領内での広大な土地購




ン国政府に支払っている［ГМИ : кп 3894, л. 5-5об. ; РГИА : ф. 630, оп. 1, д. 478, лл.
105-106］。さらに，露亜銀行新ウルゲンチ支店は，ハン国政府との土地取得交
渉の諸経費，ルィコシンの契約認証に関わる支出を負担し，また土地周辺に警
備隊 охранаを組織し、その経費を支払った［РГИА : ф. 630, оп. 1, д. 478, лл. 5-8 ;





ッカーロフ兄弟の商取引に依存している」と述べている［ЦГА РУз : ф. 2, оп. 2,









































規模な土地を取得しつつ，動力灌漑の導入を図っていた［ЦГА РУз : ф. 2, оп. 1,
д. 352, л. 45 ; ф. 2, оп. 2, д. 475, л. 5об.］。
を果たしていたが，それを可能にした背景とは何であったのか。アンドロニコ
フが，1913年前後にトルキスタン行政を管轄する中央政府内の省庁の高官（陸





tus」を得ることができた，と述べている［Fuller 2006 : 70-71］。1900年代から存
在したとされるアンドロニコフのサロン［Стогов 2005 : 19-20］は，そうした活
動の場を提供したのであろう。さらに二月革命後の1917年月，アンドロニコ
フの家宅捜索を実施したルドネフ Владимир Михайлович Рудневは，彼が省
庁への請願の仲介を行っていたことを示す，省庁ごとに整理された多数の書類
入れを目撃した2。また1913年月アンドロニコフはヒヴァ訪問に際して，王
太 子 ティ ムー ル・ガー ズィー・ト ラ Timūr Ghāzī Tūra へ の「貴 下 Его
Светлость」の称号授与の斡旋を行うことを約束し，さらにアムダリヤ分区長官
を経由せずペテルブルグと直接の交渉を可能にする外務省直属の政治代表部を
ヒヴァに導入する提案を行ったという［ЦГА РУз : ф. 1, оп. 17, д. 957, л. 4об.3］。
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1 しかし，「トルキスタンの真の統治機関 подлинное начальство Туркестана」と呼
ばれていた参謀本部アジア部の部長を務めていたツェイリは1913年12月に退任し，
1914年春にはスホムリーノフ夫妻との親交も，アンドロニコフがスホムリーノフ
の妻の不倫を暴露したことにより破綻した［Fuller 2006 : 109-110 ; Marshall 2006 :




れていた［Руднев 1998 : 157-158］。
3 ブハラには外務省直属の政治代表部が設置され，アミールはペテルブルグとの
直接交渉が可能であったが，ヒヴァ・ハンはアムダリヤ分区長官，トルキスタン
総督府を経由してのみ交渉が可能であった［Бартольд 1927 : 237, 242-243］。1902
年ヒヴァ・ハンは「貴下」の称号を受けたが，そのときすでにブハラ・アミール
は「殿下 Его Высочество」の称号を帯びていた［Becker 1968 : 227-228］。こうし
た外交交渉のあり方や称号の違いに象徴されるように，ヒヴァ・ハン国はつねに
ブハラ・アミール国に対して劣位に置かれていた［Бартольд 1927 : 216, 237］。な
お，1913年10月日ティムール・ガーズィー・トラは貴下の称号を得ることがで
これに対し，イスファンディヤール・ハンは，アンドロニコフの地位に信頼を














占有 владение，利用 пользование，処分 распоряжениеの権利は与えられたが，
土地所有権は国家に帰属するものとされ，さらに企業家が新たに灌漑事業を起
こす無主地 свободная земля にもまた，第257条において国家の所有権




きた［Жуковский 1913 : 208］。
4 1913年月18日付で参謀本部アジア部長ツェイリが，万デシャチーナの土地
取得に関する1913年月17日付のアンドロニコフとイスラーム・ホジャとの間の
仮契約を認証しており［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 853, лл. 2-3об.］，1914年月日
付でアンドロニコフは参謀本部長ミフネヴィチ Н. П. Михневич（在任1911-1917
年）に対してラウザーン荘におけるアムダリヤの水利権の認可を請願している
［ЦГА РУз : ф. 7, оп. 1, д. 5007, лл. 5-6］。ブハラ・アミール国領内のカルシ平原
における灌漑事業において，アンドロニコフは，ロシア政府機関への請願を行い，
その費用を負担したという［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 852, л. 23］。
5 1911年から1913年にかけて，土地整理農業総局，トルキスタン地方農業国有財
産局へのトルキスタン，ブハラ，ヒヴァ領内での灌漑事業に認可を求める請願は
約50件にのぼった［Вексельман 1987 : 78］。
た。また同規程262条は，非ロシア帝国臣民，現地人以外の非キリスト教徒に
よる土地を含む不動産の取得 приобретение земель и вообще недвижимых
имуществを禁止していた［Положение 1901 : 726］。さらに1836年会社法で定め
られた利権 концессия制度の枠組みが1917年まで継続した帝政ロシアにおいて，
企業家は政府関係各省から事業の認可を得る必要があり，それは多大な時間と














が出資する可能性のある合資会社と株式会社 товарищество на паях и акционерное
обществоは，大臣委員会 Комитет Министровの審議を経て皇帝の勅許により土
地を含む不動産の取得が可能となった［Положение 1901 : 72-73］。しかし1914年
にかけてトルキスタンのみならず，帝国内全土において土地への投機や外国資本
の浸透に対する政府内の懸念が高まり，再び企業家の土地所有権取得規制は強化
される方向に向かっていた［Owen 1991 : 173-180 ; Joffe 1995 : 377］。トルキスタ
ンにおける土地所有権取得の規制の背景には，ユダヤ人やアルメニア人などによ
る土地集積に対する総督府の警戒があったとされる［Joffe 1995 : 376-377］。ルィ
コシンはラウザーン荘の土地がユダヤ人に転売される危険性があることを指摘し
ている［ЦГА РУз : ф. 2, оп. 1, д. 314, лл. 33об.-34］。
なお，統治規程の国有地規定ならびに徴税に関する問題については，ベアト
リーチェ・ペナティの一連の議論を参照［Penati 2010 ; Penati 2011］。
7 ロシア領トルキスタンにおける企業家の灌漑への投資に対する，その他の様々
な規制については，［Joffe 1995］を参照。
8 元宮廷付顧問 отставной надворный советникコルニロフ Василий Корниловが，
「ムスリム語 мусульманский язык」すなわちテュルク語の正文をロシア語に翻訳









9 テュルク語文面においては，19400デシャチーナの国有地 mamlaka-yi pādshāhī
がアンドロニコフ，プチーロフ両名の私有地 milkとなり，ロシア語文面において
は，彼らに「国家の国有地 казенная земля государства」の「永代所有権




代所有地 собственная потомственная земля со всеми угодьями」を両名に売却した，
と述べられている［ГМИ : кп. 3894, лл. 1-3об., 8］。これはハンがワクフ地を自身
の裁量で処分したことを示している。こうした行為がどのように合法化されてい
たのか，という点はさらなる考察を要する。
なお本論においては，テュルク語の mamlaka-yi pādshāhī およびロシア語の





















［ГМИ : кп. 3894, лл. 7-9об.］。
1914年月15日付請願書において，自らがラウザーンにある土地の「完全にし
て永代の所有権 полная и потомственная собственность」を取得したと主張し























知事ガルキン，アムダリヤ分区長官コロソフスキー В. П. Колосовский（在任











［РГИА : ф. 630, оп. 2, д. 853, л. 3-3об. ; ЦГА РУз : ф. 1, оп. 17, д. 957, лл. 17-20<］。
アンドロニコフと仮契約を締結したイスラーム・ホジャは，おそらくこの国有
地分与を推進した。彼は1913年	月日何者かによってヒヴァのイチャン・カ












有地とし，国庫への納税を条件に分与する諸規定 Khīva yūrtīdāghī adrā’ yerlārnī
harkīmgha ijāragha va milk ītīb pādshāhlīgh maw’natī bīla bīrīlmākīnī tartīblārī /
Условия раздачи разным лицам в арендное пользование и потомственное владение
свободных земель Хивинского Ханства за установленные подати」で，国有地の分
与を受ける際の条件ならびに被授与者の土地利用や灌漑に関する諸義務を定めた
20カ条から成っていた［ЦГА РУз : ф. 1, оп. 17, д. 957, лл. 17-20］。この分与規定
案をめぐるヒヴァ・ハン国と帝政ロシアとの間の論争およびアムダリヤ流域の灌
漑利権問題については，［塩谷 2012］を参照。
1913年月までに，アンドロニコフ以外にコヴァレフスキー А. Н. Ковалевский，
ニコラエフスキー，さらに1914年にはゴリツィン公 князь П. П. Голицынといっ
たロシア人企業家が，ヒヴァ・ハン国領内における土地取得と灌漑事業を計画し
ており，それらはすべてラウザーン運河およびダリヤルクの沿岸およびその周辺
部に集中していた［РГИА : ф. 432, оп. 1, д. 805, л. 2-2об. ; ЦГА РУз : ф. 1, оп. 17,































ンなどの妨害に関与しない姿勢を採った［РГИА : ф. 630, оп. 1, д. 478, лл.
65-65об.］。1916年月，露亜銀行の行員キスリャコフ А. М. Кисляковは，トル
ン国北部の統治能力を喪失した>。これらの反乱におけるマフムード・ハン・
アタリハノフの行動は明らかではないが，1915年夏までに彼はラウザーン荘一






















を非難している［Котюкова 2009 : 16-17］。
> 1915年-月から，トルクメンはヨムート族のジュナイド・ハンのもとに結集
し，ヒヴァ周辺に進出するようになった［Gulshan : 48-53 ; ЦГА РУз : ф. 1, оп. 31,


















ГМИ : Государственный музей-заповедник «Ичан-калъа».
РГИА : Российский государственный исторический архив.
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